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ストレージ効率ポリシーの管理

ストレージ効率化ポリシー（SEP）を使用して、ワークロードのストレージ効率化を定
義することができます。ワークロードの作成時または編集時にSEPをワークロードに割
り当てることができます。

ストレージ効率化では、ストレージ利用率を高めてストレージ コストを削減するシンプロビジョニング、重
複排除、データ圧縮などのテクノロジも使用されます。SEPを作成する一方で、このようなスペース削減テク
ノロジを個別に、または組み合わせて使用することにより、ストレージ効率を最大限に高めることができま
す。ポリシーをストレージ ワークロードに関連付けると、指定されたポリシー設定がストレージ ワークロー
ドに割り当てられます。Unified Managerでは、システム定義とユーザ定義のSEPを割り当てて、データセン
ターのストレージ リソースを最適化できます。

Unified Manager には、高と低の 2 つのシステム定義の SEP が用意されています。これらのSEPはデータセ
ンターのほとんどのストレージ ワークロードに当てはまりますが、システム定義のSEPが要件に合わない場
合は独自のポリシーを作成できます。

システム定義のSEP、またはワークロードに現在割り当てられているSEPは変更できません。ワークロードに
割り当てられているSEP、または他に使用可能なSEPがない場合、そのSEPは削除できません。

[ストレージ効率化ポリシー]ページには使用可能なSEPが表示され、カスタマイズしたSEPを追加、編集、削
除することができます。このページに表示される情報は次のとおりです。

フィールド 説明

Name SEPの名前。

タイプ システム定義のポリシーかユーザ定義のポリシー
か。

スペース リザベーション ボリュームがシンプロビジョニングされているか、
シックプロビジョニングされているか。

重複排除 ワークロードで重複排除が有効になっているかどう
か：

• インライン: ワークロードに書き込まれている間
に重複排除が行われます

• 背景: 重複排除はワークロード内で行われる

• 無効: ワークロードで重複排除が無効になってい
ます
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フィールド 説明

圧縮 ワークロードでデータ圧縮が有効になっているかど
うか：

• インライン: ワークロードに書き込まれている間
にデータ圧縮が行われます

• 背景: データ圧縮はワークロード内で行われる

• 無効: ワークロードでデータ圧縮が無効になって
います

ワークロード SEPが割り当てられているストレージ ワークロード
の数

カスタムのストレージ効率化ポリシー作成に関するガイドライ
ン

既存のSEPがストレージ ワークロードのポリシー要件を満たさない場合、カスタムのSEPを作成できます。
ただし、なるべくシステム定義のSEPを使用し、必要な場合にのみカスタムのSEPを作成することを推奨しま
す。

ワークロードに割り当てられているSEPは、[すべてのワークロード]ページおよび[ボリューム / 健全性の詳細]

ページで確認できます。これらのストレージ効率に基づいたクラスター レベルのデータ削減率 (スナップショ
ット コピーなし) は、ダッシュボードの [容量] パネルと [容量: すべてのクラスター] ビューで確認できます。

ストレージ効率ポリシーの作成と編集

システム定義のストレージ効率化ポリシーがワークロードの要件に合わない場合は、ワ
ークロードに合わせて独自のストレージ効率化ポリシーを作成できます。

開始する前に

• アプリケーション管理者のロールが必要です。

• ストレージ効率化ポリシー名は一意である必要があり、次の予約済みキーワードは使用できません。

High、 Low 、 Unassigned 、 Learning 、 Idle 、 Default 、 そして None。

[ストレージ効率化ポリシー]ページでカスタムのストレージ効率化ポリシーを作成または編集するには、スト
レージにアクセスするアプリケーションに必要なストレージ効率化の特性を定義します。

ワークロードに現在割り当てられているストレージ効率化ポリシーは変更できません。

手順

1. 左側のナビゲーション ペインの [設定] の下で、[ポリシー] > [ストレージ効率] を選択します。

2. ストレージ効率ポリシー ページで、新しいストレージ効率ポリシーを作成するか、既存のストレージ効率
ポリシーを編集するかに応じて適切なボタンをクリックします。
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目的 次の手順に従ってください…

新しいストレージ効率化ポリシーを作成する *追加*をクリックします

既存のストレージ効率化ポリシーを編集する 既存のストレージ効率ポリシーを選択し、[編集] を
クリックします。

ストレージ効率化ポリシーを追加または編集するためのページが表示されます。

3. ストレージ効率特性を指定してストレージ効率ポリシーをカスタマイズし、「送信」をクリックしてスト
レージ効率ポリシーを保存します。

新しく作成または変更したストレージ効率化ポリシーは、[ワークロード]ページから、または新しいワークロ
ードをプロビジョニングするときに、ワークロード（LUN、NFSファイル共有、CIFS共有）に適用できま
す。
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著作権に関する情報
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す。
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ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
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このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR

5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
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商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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